道本部活動家育成講座（2015年６月28日、札幌市・自治労会館）

教宣紙をつくろう！～誰でも気軽に教宣紙づくり～
自治労北海道本部
教育情宣部長　渡部　裕幸
１．はじめに
①教宣紙とは

【組合費の領収書】⇒組合員に当たり前にお返しするもの（義務）
②何を載せるの？

・みなさんの身近な情報を載せよう！

◆例えば・・・

☆単組の方針や考え方、課題の報告、行事の通知

★上部団体の情報＝本部・道本部・地方本部
☆地域の情報＝連合・平和運動フォーラム・他単組、他組合の活動 

★組合員の情報（組合員の顔やコメントを載せよう）などなど･･･
・みなさんの身近には情報がいっぱい
・集会や会議に参加したら、みなさんのなかで消化せず情報を発信しよう
③いつ載せるの？⇒いまでしょ！
    ◆ズバリ２つ

・いま『組合員が知りたい情報』
・いま『組合として知らせなければならない情報』
２．教宣紙は誰でも気軽につくれる
　①一人でつくるのではなく、複数の仲間とつくろう
    ・発想や知恵を出し合って良い紙面に
・一人だと発想・知恵も一人分
　②A４用紙１枚でOK！

　　・まずは発行して、組合員に情報を伝えることが重要。レイアウトや記事の内容は気にせず、まずはつくってみよう
③『載せる記事がない』と思ったら、道本部ホームページから引用しよう！コピペでOK。道本部ホームページを活用しよう！
④教宣紙は難しいものではない。『気軽につくれるもの』というイメージを持とう！「コピペ教宣紙」も立派な教宣紙！
※そうは言っても。。。
３．組合員に読んでもらえる記事（教宣紙）をつくろう
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①記事は5W1Hの要素を入れよう
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・読みやすい記事にするためのコツ
ア)　When　いつ（とき）

イ)　Where どこで（場所）
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ウ)　Who   だれが（行為の主体）

エ)　What　なにを（どんなことを）
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オ)　Why　 なぜ（理由、背景、目的）

カ)  How   どのように（手段、方法、程度）
【例】
６月〇日、（ｱ）　札幌市・自治労会館で（ｲ） 「道本部活動家育成講座」（ｳ）（ｴ）を開いた。講座は、これからの自治労運動を担う活動家を育成するため、必要な知識や心得を学び、即実践につながる内容だった。（ｵ）（ｶ）
②記事は『要約』して短く簡潔に、分かりやすい言葉で
・ひとつの記事は４００字程度に
・大胆に記事を編集・要約しよう。長文記事は読んでもらえない！
③記事の文末の統一
・「～です」「～しました」調ではなく「～だ」「～した」調に
・「～していきましょう」「～していきます」といった話言葉は長文
の原因になるのでやめよう。
⇒「〇〇しよう」「〇〇する」と述べた。に変える。
④記事は正しい日本語で
・音読で誤字・脱字を確認しよう！
◇文章の要約を実践してみよう◇《別紙》
４．レイアウトの仕方《別紙資料①参照》
①写真・イラスト・まんが・コラムを入れよう
・文字ばかりでは、読み手が疲れてしまう
②「主見出し」「袖見出し」「交錯見出し」「リード」を活用しよう
③禁じ手に注意しよう
    ・禁じ手は読み手を迷わせたり、不快に思わせてしまう
　　・平列、直列見出し・腹切り・両流れ・飛び降り・尻持ちｅｔｃ
５．見出しの重要性《別紙資料②参照》
　①教宣紙は見出しが命（新聞は参考書）
・見出しは「要約」の極み
・見出しも5W1Hを意識しよう（最低２つ要素を入れよう）
・タテ型見出し、ヨコ型見出し、交錯見出し、袖見出し、２段見出
し、地紋文字を駆使して工夫する
・見出しはゴシック体にしよう⇒明朝体は可読性の高い文字ため記事に。ゴシック体は可視性の高い文字のため見出しに。
　②見出しは記事の結論を短い言葉で

　　・文字数は１０～１３文字程度
　③説得力のある見出し、一番伝えたいことを見出しに

【例】

×「道本部活動家育成講座開催」
〇「活動家としての『いろは』を学ぶ」

④見出しに「漢字」「かな・カナ」「数字」を入れて「禁じ手」を回避
【見出しの禁じ手】

・ウソ見出し　　　⇒見出しの言葉は必ず『記事から引用』する
・戒名見出し　　　⇒「〇〇町職労定期大会開催」「統一選引地候補勝利」
・カナかな見出し　⇒「イチローガンバレ」「やった！なでしこジャパン」

６．写真で伝えよう
　　①写真でも伝えられることがある
　　　・誰が話した（講演した）のか

・何の集会（会議）だったのか　→　看板を入れて
・どれくらい集まったか・誰が参加したか　→　参加者を入れて
　　②デジカメはオート撮影でOK

③遠慮せずに何枚も撮影しよう
・どんな場面も『３方向から撮影』しよう
・人物写真は『一歩前に出て撮影』しよう
・『動きのある写真』を撮ろう（身振り・手振り）
・トリミング加工で写真の雰囲気を変えよう
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実践：教宣紙づくり
☆グループごとに教宣紙をつくろう！

◆テーマ「道本部活動家養成講座」

①今回参加した講座（前期・後期含め）のうち、『印象に残った講座』１～２講座を選び記事にしてみよう！「どんな講座だったのか」組合員に分かりやすく伝えよう！

　（１０文字×５６行）

②「班員全員の感想」を入れよう。（１０文字×３８行）
※実際に単組の組合員に配布するつもりで作成しよう！
■紙面サイズはＡ４（１面のみ）※レイアウト・割り付けは不要
■使用するソフト⇒パーソナル編集長ver9

■記事は１段１０行のワードで作成し、コピペでもＯＫ

◆教宣紙作成の手順

①掲載する記事の作成、②写真の選別、（③レイアウト）、（④割り付け）、

⑤校正作業、⑥完成
◆教宣紙作成のポイント（おさらい）
①記事の内容　　　→　「組合員に何を伝えるのか」を明確に
　②記事の書き方　　→　５Ｗ１Ｈを忘れずに、わかりやすく「短く」
　③見出しの付け方　→　記事の一番伝えたい肝の部分を見出しに
④写真の厳選　　　→　パッと見で何の記事なのかを伝える

◆各班から発表（つくった紙面の説明）　～　講評
ここ大事！
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